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リサイクル燃料
貯蔵株式会社
（青森県むつ市）

リサイクル燃料
貯蔵株式会社
（青森県むつ市）

今回の取材先は
リサイクル燃料
貯蔵株式会社

リサイクル燃料貯蔵株式会社 リサイクル燃料備蓄センター（建設済み1棟目）の外観。敷地高さ海抜16m、広さ
約 26haの敷地に設置されています［ 写真RFS提供］

RFSの概要を説明していただいたリサイクル燃料貯
蔵株式会社・貯蔵保全部保全グループマネージャー
の千葉一憲さん

キャスクはクレーンと専用台車で
貯蔵区域に運ばれ、固定されます

［写真RFS提供］

搬入されたキャスクは、備蓄センター建屋内で、輸送（電力会社）-貯蔵（RFS）間の受け
渡しが行われます［イメージ図RFS提供］

リサイクル燃料貯蔵株式会社（RFS）リサイクル燃料貯蔵株式会社（RFS）
リサイクル燃料備蓄センターリサイクル燃料備蓄センター

所 在 地

設 立
事 業 許 可
新規制基準による
事業変更許可
事 業 目 的

施 設 規 模

／

／
／
／

／

／

青森県むつ市大字関根字水川目
596番地1
2005年11月
2010年5月
2020年11月

東京電力ホールディングス（株）と日本
原子力発電（株）の原子力発電所から
発生する使用済燃料の貯蔵・管理
最終貯蔵量：約5,000t
（1棟目建屋：約3,000t）

取材先概要取材先概要

● リサイクル燃料備蓄センター施設イメージ図
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技
術
者
た
ち
の
思
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を

支
え
る
現
場
か
ら

脱炭素を目指したいろいろな動きの中で、「エネルギーミックス」の

考え方があらためて注目されています。

今年度のeレポートは、エネルギーミックスの一翼を担う現場と

そこで働く技術者に焦点を当てレポートします。

青
森
県
む
つ
市
に
立
地
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社（
略
称
Ｒ
Ｆ
Ｓ
／
以

下
Ｒ
Ｆ
Ｓ
と
表
記
）は
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
発
生
す
る
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
す
る

ま
で
の
間
、
安
全
に
貯
蔵
・
管
理
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
日
本
で
唯
一
の
使
用
済
燃

料
中
間
貯
蔵
事
業
者
と
し
て
２
０
０
５
年

11
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

11
月
の「
新
規
制
基
準
に
係
る
事
業
変
更

許
可
」、
2
0
2
2
年
８
月
の「
設
工
認
認

可（
設
計
及
び
工
事
の
計
画
の
変
更
認

可
）」、
2
0
2
3
年
８
月
の「
事
業
開
始
段

階
の
保
安
規
定
変
更
認
可
」を
経
て
、
地
元

自
治
体（
青
森
県
・
む
つ
市
・
隣
接
町
村
）

と
の
安
全
協
定
を
締
結
し
、
2
0
2
4
年

11
月
に
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

一
翼
を
担
う
重
要
な
事
業

一
翼
を
担
う
重
要
な
事
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
で

は
、
原
子
力
発
電
は
安
全
性
の
確
保
を
大

前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
中
で

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
の

観
点
か
ら
、
日
本
で
は
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
が
、

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
は
、
こ
の
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
事
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
使
用
済
燃

料
集
合
体
は
、「
キ
ャ
ス
ク
」と
呼
ば
れ
る
全

長
約
５・
４
ｍ
、
直
径
約
２・
５
ｍ
の
円
筒

形
の
金
属
容
器
に
格
納
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ

ス
ク
は
、
安
全
に
運
搬
や
保
管
を
行
う
た

め
、「
閉
じ
込
め
」・「
遮し

ゃ

蔽へ
い

」・「
臨
界
防
止
」・

「
除
熱
」と
い
う
基
本
的
な
安
全
機
能
が
維

持
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ス
ク
内
部
は
使
用
済
燃
料
集
合
体
か

ら
の
除
熱
性
を
高
め
、
ま
た
腐
食
防
止
な

ど
の
た
め
、ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
で
満
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
ス
ク
は
、
蓋
部
が
一
次

蓋
、
二
次
蓋
の
多
重
の
閉
じ
込
め
構
造
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
蓋
間
を
正
圧
に
す
る

こ
と
で
、
も
し
一
次
蓋
に
異
常
が
発
生
し

て
も
放
射
性
物
質
を
キ
ャ
ス
ク
内
に
閉
じ

込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。



RFSは下北半島の活火山である恐山周辺の6地点に観測点を設置し、火山活動・地震活動の観測など火山モニタリング
を実施しています。ここは恐山に最も近い湯坂地点［写真右2点RFS提供］

（写真左）恐山にある絶景の宇曽利湖（カルデラ湖）
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設備の確認や作業立ち会いなど、何かあればフットワーク軽く現場へと赴き、目の前のことだけではなく、全体の状況を見渡し気を配る山本海
さん。RFSの使命、役割を念頭に、運営と安全面の対策に注意深く向き合っています

「
再
処
理
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
こ
の
キ
ャ

ス
ク
を
安
全
に
保
管
し
て
お
く
の
が
Ｒ
Ｆ

Ｓ
の
役
割
で
す
。
最
大
２
８
８
基
の
キ
ャ

ス
ク
、
約
３
０
０
０
ｔ
の
使
用
済
燃
料
を

保
管
で
き
る
当
セ
ン
タ
ー
１
棟
目
の
建
屋

に
２
０
２
４
年
９
月
、
最
初
の
キ
ャ
ス
ク

が
搬
入
さ
れ
、
貯
蔵
が
始
ま
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ス
ク
に
は
外
部
へ
熱
を
放
出
す
る
た

め
の
伝
熱
フ
ィ
ン
が
組
み
込
ま
れ
、
ま
た

給
気
口
か
ら
建
屋
に
入
っ
た
外
気
が
キ
ャ

ス
ク
周
囲
の
熱
を
回
収
し
、
建
屋
上
部
の

排
気
口
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
電
源

不
要
の
自
然
対
流
に
よ
る
キ
ャ
ス
ク
除
熱

が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
貯
蔵
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
」。

将
来
的
に
は
、
２
０
０
０
ｔ
を
保
管
で

き
る
2
棟
目
も
建
設
し
、
合
計
５
０
０
０
ｔ

規
模
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る
予
定
で
す
。

使
用
済
燃
料
は
貯
蔵
建
屋
ご
と
に
最
長

50
年
間
保
管
さ
れ
、
再
処
理
施
設
に
運
び

出
さ
れ
る
計
画
で
す
。
建
屋
の
供
用
も
50

年
と
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
４
年
に
キ
ャ

ス
ク
が
搬
入
さ
れ
た
1
棟
目
か
ら
は
、

２
０
７
４
年
ま
で
に
す
べ
て
の
キ
ャ
ス
ク

を
運
び
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

R
F
S
・
貯
蔵
保
全
部
保
全
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
千
葉
一
憲
さ
ん
は
、
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し

ま
す
。

キャスク搬入に関わる手続きや社外への説明、IAEAの査察業務を終えたときや、自分が担当した会議運営や司会進行が好評だとやりがいを感
じるという北上詩織さん。準備段階の調査や勉強のために時間をかけて力を尽くします

Ｒ
Ｆ
Ｓ
は
会
社
設
立
段
階
か
ら
、
経
験

豊
富
な
ほ
か
の
電
力
会
社
や
関
連
企
業
か

ら
の
出
向
社
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
将
来
の
貯
蔵
業
務
を
見
据
え
、

２
０
１
６
年
か
ら
新
卒
社
員
を
直
接
採
用

し
、
育
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
期
生
２

名
の
う
ち
の
１
人
が
、
貯
蔵
保
全
部
保
全

グ
ル
ー
プ
と
貯
蔵
グ
ル
ー
プ
を
兼
務
す
る

技
術
者
の
山
本
海
さ
ん
で
す
。

「
施
設
内
に
あ
る
ク
レ
ー
ン
や
架
台
な
ど

設
備
の
点
検
や
修
理
の
計
画
を
立
て
、
協

力
企
業
に
工
事
を
依
頼
す
る
段
取
り
や
、

現
場
に
足
を
運
ん
で
安
全
確
認
を
行
う
な

ど
の
保
全
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か

の
グ
ル
ー
プ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
事
に
し
つ
つ
、
担
当
し
て
い
る
設
備

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
自
分
で
対
応
可

能
な
領
域
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
の
９
年
間
の
勤
務
で
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
２
０
２
４
年
の
キ
ャ
ス
ク

受
け
入
れ
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
入
社
当

初
か
ら
ず
っ
と
聞
か
さ
れ
て
き
た
、
キ
ャ

ス
ク
受
け
入
れ
と
い
う
Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
第
一
歩

が
実
現
し
た
瞬
間
を
、
建
屋
内
で
目
の
当

た
り
に
し
た
そ
う
で
す
。

「
自
分
が
整
備
し
て
い
る
ク
レ
ー
ン
で
、

キ
ャ
ス
ク
が
吊
り
上
げ
ら
れ
て
搬
入
さ
れ
る

の
を
見
て
、
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
か
と
、

感
激
で
し
た
。
重
要
な
役
割
の
あ
る
事
業

を
進
め
て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
安
全
管
理
と
い
う
責
務
の
一
端
を
担

う
べ
く
、
設
備
の
保
全
管
理
に
つ
い
て
は
自

分
が
い
ち
ば
ん
詳
し
い
人
に
な
る
、
と
い
う

自
覚
を
持
っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
安
全
運
用
に
欠
か
せ
な
い
一
員
と
し

て
、
ほ
か
の
部
署
か
ら
も
頼
ら
れ
る
存
在

に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

一
方
、
入
社
２
年
目
の
北
上
詩
織
さ
ん

は
、
そ
れ
ま
で
出
向
社
員
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
た
技
術
安
全
部
技
術
グ
ル
ー
プ
に

初
め
て
新
卒
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
各
種
会
議
に
使
用
す
る
資
料
を
と
り

ま
と
め
、
実
際
の
会
議
進
行
や
議
事
録
の

作
成
を
行
っ
た
り
、
社
外
の
技
術
情
報
を

集
め
る
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
を
つ
な
ぐ
要

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
元
出
身
の
若
手
が
担
う

地
元
出
身
の
若
手
が
担
う

技
術
伝
承
と

技
術
伝
承
と
R
F
R
F
SS
の
未
来

の
未
来



山
本
さ
ん

山
本
さ
ん
へ
期
待
す
る
こ
と

へ
期
待
す
る
こ
と

北
上
さ
ん

北
上
さ
ん
へ
期
待
す
る
こ
と

へ
期
待
す
る
こ
と

貯蔵保全部
保全グループマネージャー

千葉 一憲さん

技術安全部
技術グループマネージャー

大野 貴史さん

山本さん（左）は小学生のときから野球が好きで、今もむつ市の社会人野球
チームでキャッチャーとして活躍中。北上さん（右）は小学生の頃サッカーを
していてRFS 開催の大会に出場したという縁も
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
専
門
用
語
が
多
く

て
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な

い
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
ず
直
接
足
を
運
ん
で

聞
き
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

方
が
、
相
手
の
意
図
も
わ
か
り
や
す
い
で

す
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も

大
事
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

ま
た
原
子
力
規
制
委
員
会
・
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

（
国
際
原
子
力
機
関
）に
よ
る
査
察
・
保
障

措
置
の
対
応
も
技
術
グ
ル
ー
プ
の
役
割
。

社
員
が
立
ち
会
い
解
錠
・
施
錠
し
て
い
た

原
子
力
規
制
庁
の
担
当
者
へ
貸
与
す
る
部

屋
に
つ
い
て
、
電
子
キ
ー
の
導
入
に
よ
り
立

ち
会
い
を
不
要
と
す
る
カ
イ
ゼ
ン
を
実
施

し
た
際
は
、
見
積
取
得
か
ら
工
事
立
ち
会

い
、
最
終
確
認
ま
で
一
人
で
や
り
遂
げ
、
大

き
な
達
成
感
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
ほ
と
ん
ど
英
語
で
専
門
用
語
も
多
い
査

察
・
保
障
措
置
関
連
の
業
務
も
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
英
語
が
得
意

な
部
長
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
英
語
で
の

対
応
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ほ

か
の
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
に
も
目
を
向
け
、
い

ず
れ
も
っ
と
広
い
視
野
で
会
社
全
体
を
支

え
ら
れ
る
立
場
に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

今
回
訪
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株

式
会
社（
R
F
S
）は
、
日
本
で
唯
一
の
使

用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
事
業
者
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
す
。
こ
の
使
用
済
燃
料
中
間
貯

蔵
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
一
翼
を
担

まとめ

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

地
域
と
の
連
携
で
つ
な
ぐ

地
域
と
の
連
携
で
つ
な
ぐ

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
未
来

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
未
来

う
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

2
0
2
4
年
9
月
か
ら
最
初
の
キ
ャ
ス

ク
の
貯
蔵
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

年
７
月
に
は
中
長
期
の
搬
入
・
搬
出
計
画

に
つ
い
て
の
検
討
状
況
と
見
通
し
を
青
森

県
・
む
つ
市
に
報
告
し
、
地
域
と
の
信
頼

関
係
構
築
の
も
と
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

以
前
か
ら
Ｒ
Ｆ
Ｓ
は
少
年
サ
ッ
カ
ー

や
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
の
開
催
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
社
員
全
体
で
は
約
３
割
が

地
元
出
身
で
、
親
会
社
や
協
力
会
社
か

ら
の
出
向
者
に
も
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
が
多
く
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
が

組
織
全
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
材
を
通
じ
て
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
す
べ
て
の
社
員
が

席
を
並
べ
、
社
長
や
セ
ン
タ
ー
長
の
部
屋

の
扉
も
開
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
職
場

環
境
の「
風
通
し
の
よ
さ
」。
部
署
の
垣
根

を
越
え
て
声
を
か
け
合
い
、
若
手
で
も
率

直
に
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
雰
囲
気
が
、
施

設
全
体
の
安
全
と
信
頼
を
支
え
る
基
盤
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
山
本
さ
ん
や
北
上
さ

ん
な
ど
地
元
出
身
の
社
員
が
成
長
し
、

バ
ト
ン
が
し
っ
か
り
引
き
継
が
れ
、
脱
炭

素
社
会
や
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
一

翼
を
担
う「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
」を
支

え
る
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社

（
R
F
S
）の
未
来
を
、
今
回
の
取
材
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

瀬
せ と

戸 文
ふ み

美

サイエンスライター

2008年東北大学大学院工学研究科バイオロボティクス専攻博士後期課程修了、博
士（工学）。人間協調型ロボットの研究をしていた学生時代からロボット技術を中心
とした解説やレポート記事を執筆。千葉工業大学未来ロボット技術研究センター
(fuRo)主任研究員や東北大学男女共同参画推進センター特任助教（運営）などを経
て、現在は「物書きエンジニア」として科学技術の魅力を伝える活動を行うかたわ
ら、東北大学工学研究科で学術研究員として勤務。2024年3月より日本ロボット学
会・理事（兼任）。著書に「絵でわかるロボットのしくみ（講談社/2014）」などがある。

　

山
本
さ
ん
は
、
む
つ
市
出
身
か
つ
新
卒

入
社
一
期
生
と
し
て
、
将
来
の
Ｒ
Ｆ
Ｓ
を

背
負
っ
て
立
つ
貴
重
な
人
材
で
す
。
経
験

豊
富
な
電
力
会
社
か
ら
の
出
向
社
員
や

協
力
企
業
の
方
と
と
も
に
経
験
を
積
み
重

ね
、
自
ら
の
力
量
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
後
輩
社
員
の
指
導
的
立
場
で
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く

は
、
Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
運
営
を
彼
ら
プ
ロ
パ
ー
社

員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
本
人
も
自
覚
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
会
社
の

中
心
的
存
在
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

北
上
さ
ん
は
多
種
多
様
な
仕
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
社
内
外
の
調
整
も
行
い
、

仕
事
の
成
果
を
し
っ
か
り
出
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
も
タ
イ
ム

リ
ー
に
で
き
て
お
り
、
職
場
に
欠
か
せ
な

い
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
事
録

作
成
は「
そ
の
会
議
は
何
が
論
点
か
」を
学

ぶ
よ
い
機
会
で
す
。
今
後
は
、
許
認
可
申

請
や
社
外
交
渉
な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
力
量
向
上
に
努
め
、
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
て
技
術
的
な
論
拠
を
持
っ
て
相
手
に

自
分
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
成
長
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

会
社
の
中
心
的
存
在
と
し
て

会
社
の
中
心
的
存
在
と
し
て

申
請
や
交
渉
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

申
請
や
交
渉
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を


